
平
成
二
十
二
年
八
月
二
日
提
出

質

問

第

一

九

号

国
会
議
員
の
歳
費
の
あ
り
方
等
に
対
す
る
菅
�
人
内
閣
の
見
解
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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国
会
議
員
の
歳
費
の
あ
り
方
等
に
対
す
る
菅
�
人
内
閣
の
見
解
に
関
す
る
質
問
主
意
書

「
政
府
答
弁
書
二
」
（
内
閣
衆
質
一
七
四
第
一
九
九
号
）
で
は
、
「
第
四
十
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
当
選
し
た
議
員

は
、
国
会
議
員
の
歳
費
、
旅
費
及
び
手
当
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
八
十
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第

三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
一
年
八
月
分
の
歳
費
を
受
け
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
」
、
「
国
会
議
員
は
、
法
第
三

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
任
期
が
開
始
す
る
当
月
分
か
ら
歳
費
を
受
け
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
法
第
四
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
任
期
満
限
の
場
合
に
は
、
そ
の
当
月
分
ま
で
の
歳
費
を
受
け
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ

れ
て
お
り
、

�

昨
年
八
月
三
十
日
に
第
四
十
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
行
わ
れ
、
当
選
を
果
た
し
た
議
員
に
対
し
て
、
わ
ず
か
二
日

間
、
特
に
主
だ
っ
た
議
員
活
動
も
せ
ず
し
て
、
同
年
八
月
分
の
歳
費
が
満
額
支
給
さ
れ
て
い
る
こ
と

�

本
年
七
月
十
一
日
に
行
わ
れ
た
第
二
十
二
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
つ
き
、
現
行
制
度
の
下
で
は
現
職
の
参
議
院
議

員
が
右
選
挙
に
立
候
補
し
、
仮
に
落
選
し
た
と
し
て
も
、
同
年
七
月
分
の
歳
費
は
支
給
さ
れ
、
新
人
候
補
が
右
選
挙
に
立

候
補
し
、
当
選
し
た
場
合
、
同
月
分
の
歳
費
が
支
給
さ
れ
る
こ
と

の
二
点
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
�
と
�
に
関
し
、
国
民
の
批
判
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
せ
め
て
こ
の
様
な

一



ケ
ー
ス
に
限
り
、
国
会
議
員
の
歳
費
を
日
割
り
で
計
算
す
る
と
い
っ
た
方
法
で
、
そ
の
あ
り
方
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
の
か
と
の
問
い
に
対
し
、
鳩
山
由
紀
夫
前
内
閣
に
お
い
て
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
政
府
答
弁
書
一
」
（
内
閣
衆
質
一
七
四
第

二
七
九
号
）
で
は
「
国
会
議
員
の
歳
費
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
、
国
会
に
お
い
て
御
議
論
い
た
だ
く
べ
き
問
題
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
現
在
公
明
党
、
み
ん
な
の
党
を
中
心
と
し
て
、
右
で
述
べ
た
こ

と
に
対
す
る
問
題
意
識
が
共
有
さ
れ
、
実
際
に
国
会
議
員
の
歳
費
を
日
割
り
で
支
給
す
る
こ
と
を
実
施
す
べ
く
、
関
連
法
を
改

正
す
る
動
き
が
広
ま
っ
て
い
る
。
右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

前
文
の
�
と
�
で
指
摘
し
た
国
会
議
員
の
歳
費
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
今
や
多
く
の
国
民
が
疑
問
を
感
じ
て
い
る
と
思
料

す
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
「
政
府
答
弁
書
二
」
で
は
前
文
で
触
れ
た
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
っ
た
が
、
菅
�

人
内
閣
総
理
大
臣
と
し
て
、
わ
ず
か
数
日
、
国
会
議
員
の
立
場
に
あ
る
だ
け
で
そ
の
月
の
歳
費
が
満
額
支
給
さ
れ
る
現
行
制

度
に
つ
い
て
、
ど
の
様
な
認
識
を
有
し
、
右
の
様
な
現
行
制
度
の
あ
り
方
に
疑
問
を
感
じ
て
い
る
国
民
の
声
、
思
い
を
ど
う

受
け
止
め
て
い
る
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ち
な
み
に
、
本
年
七
月
二
十
一
日
、
仙
谷
由
人
内
閣
官
房
長
官
は
記
者
会
見

で
、
民
主
党
が
政
権
公
約
で
訴
え
る
議
員
定
数
の
削
減
が
実
現
し
た
場
合
に
つ
い
て
、
こ
の
度
新
し
く
完
成
し
た
衆
参
両
院

の
新
議
員
会
館
の
部
屋
を
ど
う
扱
う
か
に
関
し
、
「
（
部
屋
を
）
民
間
に
貸
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
述

二



べ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
国
会
議
員
会
館
の
使
い
方
、
議
員
歳
費
の
あ
り
方
の
ど
ち
ら
も
本
来
立
法
府
に
関
す
る
こ
と
で

あ
る
が
、
仙
谷
長
官
は
政
府
の
立
場
か
ら
、
右
の
様
に
記
者
会
見
で
触
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
右
の
当
方
の
問
い
に
対
し
て
、

「
政
府
答
弁
書
一
」
に
あ
る
様
に
「
国
会
に
お
い
て
御
議
論
い
た
だ
く
べ
き
問
題
」
と
し
て
答
弁
を
避
け
る
こ
と
の
な
い

様
、
要
請
す
る
。

二

議
員
歳
費
を
日
割
り
で
支
給
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
、
一
昨
年
の
世
界
的
な
金
融

危
機
に
端
を
発
し
、
現
在
我
が
国
に
お
い
て
も
景
気
が
低
迷
し
、
国
民
の
多
く
が
苦
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
、
先
行
き
に
不

安
を
覚
え
て
い
る
中
、
そ
し
て
今
や
政
府
の
抱
え
る
借
金
が
九
百
兆
円
近
く
に
ま
で
膨
ら
み
、
先
進
国
、
Ｇ
�
諸
国
の
中
で

も
最
悪
水
準
に
あ
る
中
、
例
え
ば
議
員
歳
費
の
支
給
額
を
三
分
の
一
に
す
る
、
ま
た
は
半
額
に
す
る
等
、
ま
ず
は
金
額
そ
の

も
の
を
減
額
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。
菅
総
理
の
見
解
如
何
。

三

一
般
に
、
民
間
企
業
で
赤
字
決
算
が
出
た
場
合
、
社
員
に
対
し
て
ボ
ー
ナ
ス
が
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
政
府

が
こ
れ
だ
け
膨
大
な
財
政
赤
字
を
抱
え
て
い
る
中
、
国
会
議
員
に
対
し
て
ボ
ー
ナ
ス
が
支
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
、
国
民

の
理
解
を
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
菅
総
理
の
見
解
如
何
。

四

菅
総
理
自
身
、
予
算
の
あ
り
方
や
税
制
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
論
ず
る
際
、
「
政
治
主
導
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
用
い
て

三



い
る
と
承
知
す
る
。
菅
総
理
と
し
て
、
国
民
か
ら
選
ば
れ
た
国
会
議
員
が
、
官
僚
の
掌
に
乗
せ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
国
民
目

線
に
立
っ
て
政
治
を
行
う
こ
と
を
目
指
す
と
言
う
の
な
ら
、
菅
総
理
自
ら
率
先
し
て
議
論
を
行
い
、
歳
費
の
日
割
り
は
も
と

よ
り
、
そ
れ
以
前
に
議
員
歳
費
の
減
額
、
ボ
ー
ナ
ス
の
廃
止
等
を
先
に
実
現
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
菅
総
理
の

見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

四


